
承認番号

特定保険医療材料請求分類

狭窄部通過用カテーテル

21100BZZ00762000

製品番号

冠動脈狭窄部貫通用カテーテル最大ガイドワイヤー径 0.014"

シャフト径 2.4 /2.7Fr

X線不透過マーカー間隔 5、15、20、25、
30、35、40mm

販売名

R
 

a
 

p
 

i
 

d
 

 
 

E
 

x
 

c
 

h
 

a
 

n
 

g
 

e
 

 
 

T
 

y
 

p
 

e

（株）東海メディカルプロダクツ
〒486 -0808 愛知県春日井市田楽町字更屋敷1485

TEL 0568-81-7954 FAX 0568-81-7785

GuideWireへの追従性が高いソ
フトな先端

カテーテル交換が容易なRapid

Exchangeタイプのカテーテル
構造

任意に配置したX線不透過マー
カーにより病変部の大きさが三
次元的に測定可能

X線不透過マーカー 7個
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Direct Stentingに際してScalerによる
冠動脈病変長計測が有用であった労作性狭心症の一例

stenting 

Scalerによる病変長計測

鹿児島県鹿屋市
県民健康プラザ鹿屋医療センター
循環器内科部長　末次　哲朗

64歳　女性

現症：労作時の前胸部痛を主訴に平成15年3月24日当院初診、心筋シンチグラムに
てinfero-posterior wallに、心筋虚血を認めたため、4月22日冠動脈造影検査を
行った。RCA#②2ヶ所の90％狭窄を認め、4月24日待機的にPCIを行った。

方法：RCA#②2ヶ所の有意狭窄に対してDirect stentingを行った。7FrGuide
catheter JR3.5SHを使用し、wireをbareで病変部crossした。病変部の長さは
Scalerを用いて計測した結果、病変部は18mmのstentにてfullcoverされると判断
し、BX velocity 3.0/18mmをdirectに病変部に対して留置した。


